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縄
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検
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。



衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
沖
縄
戦
の
強
制
集
団
死
（「
集
団
自
決
」）
を
め
ぐ
る
文
部
科
学
省
の
検
定
意
見
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
申
請
図
書
の
記
述
、
そ
れ
に
対
す
る
検
定
意
見
及
び
検
定
決
定
後
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
Ａ
で
は
、
山

川
出
版
の
「
島
の
南
部
で
は
両
軍
の
死
闘
に
巻
き
込
ま
れ
て
住
民
多
数
が
死
ん
だ
が
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
壕
を
追
い
出
さ
れ
、

あ
る
い
は
集
団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
住
民
も
あ
っ
た
。」
と
い
う
申
請
図
書
の
記
述
に
対
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て

誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。」
と
す
る
検
定
意
見
が
付
さ
れ
、「
島
の
南
部
で
は
両
軍
の
死
闘
に
巻
き
込
ま
れ
て

住
民
多
数
が
死
ん
だ
が
、
そ
の
な
か
に
は
日
本
軍
に
壕
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
り
、
自
決
し
た
住
民
も
い
た
。
」
と
い
う
記
述

で
検
定
決
定
さ
れ
、
東
京
書
籍
の
「
沖
縄
県
民
の
犠
牲
者
は
、
戦
争
終
結
前
後
の
餓
死
や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
に
よ
る
死
者
を
加

え
る
と
、
一
五
万
人
を
こ
え
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
日
本
軍
が
ス
パ
イ
容
疑
で
虐
殺
し
た
一
般
住
民
や
、
集
団
で
「
自
決
」

を
強
い
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。」
と
い
う
申
請
図
書
の
記
述
に
対
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
表
現
で
あ
る
。」
と
す
る
検
定
意
見
が
付
さ
れ
、「
沖
縄
県
民
の
犠
牲
者
は
、
戦
争
終
結
前
後
の
餓
死
や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
に

よ
る
死
者
を
加
え
る
と
、
一
五
万
人
を
こ
え
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
「
集
団
自
決
」
に
お
い
こ
ま
れ
た
り
、
日
本
軍
が
ス
パ

一



イ
容
疑
で
虐
殺
し
た
一
般
住
民
も
あ
っ
た
。
」
と
い
う
記
述
で
検
定
決
定
さ
れ
、
三
省
堂
の
「
沖
縄
で
は
、
一
九
四
五
年
三

月
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
、
日
本
国
内
で
住
民
を
ま
き
こ
ん
だ
地
上
戦
が
お
よ
そ
三
か
月
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
戦

死
者
は
日
本
側
で
約
一
八
万
八
〇
〇
〇
人
、
そ
の
う
ち
一
二
万
人
以
上
は
沖
縄
県
民
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
日
本
軍
に
「
集
団

自
決
」
を
強
い
ら
れ
た
り
、
戦
闘
の
邪
魔
に
な
る
と
か
、
ス
パ
イ
容
疑
を
か
け
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
人
も
多
く
、
沖
縄
戦
は

悲
惨
を
き
わ
め
た
。」
と
い
う
申
請
図
書
の
記
述
に
対
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で
あ

る
。」
と
す
る
検
定
意
見
が
付
さ
れ
、「
沖
縄
で
は
、
一
九
四
五
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
、
日
本
国
内
で
住
民
を
ま

き
こ
ん
だ
地
上
戦
が
お
よ
そ
三
か
月
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
戦
死
者
と
戦
闘
に
よ
る
犠
牲
者
は
日
本
側
で
約
一
八
万
八

〇
〇
〇
人
、
こ
の
う
ち
、
沖
縄
県
民
は
一
二
万
人
以
上
の
数
に
の
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
「
集
団
自
決
」
し

た
人
や
、
戦
闘
の
邪
魔
に
な
る
と
か
ス
パ
イ
容
疑
を
理
由
に
殺
害
さ
れ
た
人
も
多
く
、
沖
縄
戦
は
悲
惨
を
き
わ
め
た
。
」
と

い
う
記
述
で
検
定
決
定
さ
れ
、
日
本
史
Ｂ
で
は
、
三
省
堂
の
「
沖
縄
で
は
、
一
九
四
五
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
、

約
三
か
月
間
に
わ
た
っ
た
日
本
国
内
で
住
民
を
ま
き
こ
ん
だ
地
上
戦
が
行
な
わ
れ
、
戦
死
者
は
日
本
側
で
約
一
八
万
八
〇
〇

〇
人
、
こ
の
う
ち
、
沖
縄
県
民
は
一
二
万
人
以
上
の
数
に
の
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
日
本
軍
に
「
集
団
自
決
」
を
強
い
ら
れ
た
り
、

戦
闘
の
邪
魔
に
な
る
と
か
、
ス
パ
イ
容
疑
を
か
け
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
人
も
多
く
、
沖
縄
戦
は
悲
惨
を
き
わ
め
た
。
」
と
い

二



う
申
請
図
書
の
記
述
に
対
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。」
と
す
る
検
定
意
見
が

付
さ
れ
、
「
沖
縄
で
は
、
一
九
四
五
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
、
約
三
か
月
に
わ
た
っ
た
日
本
国
内
で
住
民
を
ま
き

こ
ん
だ
地
上
戦
が
行
な
わ
れ
、
戦
死
者
と
戦
闘
に
よ
る
犠
牲
者
は
日
本
側
で
約
一
八
万
八
〇
〇
〇
人
、
こ
の
う
ち
、
沖
縄
県

民
は
一
二
万
人
以
上
の
数
に
の
ぼ
っ
た
。
追
い
つ
め
ら
れ
て
「
集
団
自
決
」
し
た
人
や
、
戦
闘
の
邪
魔
に
な
る
と
か
ス
パ
イ

容
疑
を
理
由
に
殺
害
さ
れ
た
人
も
多
く
、
沖
縄
戦
は
悲
惨
を
き
わ
め
た
。
」
と
い
う
記
述
で
検
定
決
定
さ
れ
、
清
水
書
院
の

「
現
地
召
集
の
郷
土
防
衛
隊
、
鉄
血
勤
皇
隊
、
ひ
め
ゆ
り
隊
な
ど
非
戦
闘
員
の
犠
牲
者
も
多
か
っ
た
。
な
か
に
は
日
本
軍
に

集
団
自
決
を
強
制
さ
れ
た
人
も
い
た
。」
と
い
う
申
請
図
書
の
記
述
に
対
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
表
現
で
あ
る
。」
と
す
る
検
定
意
見
が
付
さ
れ
、「
現
地
召
集
の
郷
土
防
衛
隊
、
鉄
血
勤
皇
隊
、
ひ
め
ゆ
り
隊
な
ど
非

戦
闘
員
の
犠
牲
者
も
多
か
っ
た
。
な
か
に
は
集
団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
人
々
も
い
た
。
こ
の
沖
縄
戦
で
は
お
よ
そ
一
二
万

の
沖
縄
県
民
（
軍
人
・
軍
属
、
一
般
住
民
）
が
死
亡
し
た
。」
と
い
う
記
述
で
検
定
決
定
さ
れ
、
実
教
出
版
の
「
日
本
軍
は
、

県
民
を
壕
か
ら
追
い
出
し
、
ス
パ
イ
容
疑
で
殺
害
し
、
日
本
軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団
自
害
と
殺
し
あ
い
を
さ
せ
、
八

〇
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。」
と
い
う
申
請
図
書
の
記
述
に
対
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
表
現
で
あ
る
。」
と
す
る
検
定
意
見
が
付
さ
れ
、「
日
本
軍
は
、
県
民
を
壕
か
ら
追
い
出
し
た
り
、
ス
パ
イ
容
疑
で
殺
害

三



し
た
り
し
た
。
ま
た
、
日
本
軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団
自
害
と
殺
し
あ
い
が
お
こ
っ
た
。
犠
牲
者
は
あ
わ
せ
て
八
〇
〇

人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。」
と
い
う
記
述
で
検
定
決
定
さ
れ
、
同
社
の
「
六
月
ま
で
つ
づ
い
た
戦
闘
で
、
鉄
血
勤
皇
隊
・
ひ
め

ゆ
り
隊
な
ど
に
編
成
さ
れ
た
少
年
・
少
女
を
含
む
一
般
住
民
多
数
が
戦
闘
に
ま
き
こ
ま
れ
、
マ
ラ
リ
ア
・
飢
餓
に
よ
る
死
者

も
少
な
く
な
く
、
約
一
五
万
人
の
県
民
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
ま
た
日
本
軍
に
よ
り
、
県
民
が
戦
闘
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
で
集

団
自
決
に
追
い
や
ら
れ
た
り
、幼
児
を
殺
さ
れ
た
り
、ス
パ
イ
容
疑
な
ど
の
理
由
で
殺
害
さ
れ
た
り
す
る
事
件
が
多
発
し
た
。」

と
い
う
申
請
図
書
の
記
述
に
対
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。」
と
す
る
検
定
意

見
が
付
さ
れ
、
「
六
月
ま
で
つ
づ
い
た
戦
闘
で
、
鉄
血
勤
皇
隊
・
ひ
め
ゆ
り
隊
な
ど
に
編
成
さ
れ
た
少
年
・
少
女
を
含
む
一

般
住
民
多
数
が
戦
闘
に
ま
き
こ
ま
れ
、
マ
ラ
リ
ア
・
飢
餓
に
よ
る
死
者
も
少
な
く
な
く
、
約
一
五
万
人
の
県
民
が
犠
牲
と
な

っ
た
。
ま
た
、
県
民
が
日
本
軍
の
戦
闘
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
で
集
団
自
決
に
追
い
や
ら
れ
た
り
、
日
本
軍
に
よ
り
幼
児
を
殺

さ
れ
た
り
、
ス
パ
イ
容
疑
な
ど
の
理
由
で
殺
害
さ
れ
た
り
す
る
事
件
が
多
発
し
た
。
」
と
い
う
記
述
で
検
定
決
定
さ
れ
た
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
不
幸
に
も
集
団
自
決
さ
れ
た
沖
縄
の
住
民
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
自
決
の
軍
命
令
が
下
さ

れ
た
か
否
か
を
断
定
で
き
な
い
中
で
、
す
べ
て
の
集
団
自
決
が
軍
の
命
令
で
行
わ
れ
た
と
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の

四



趣
旨
で
、
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。）
の
審
議
に
基
づ
き
、
検
定
意
見
を
付
し
た
も
の

で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
調
査
官
が
申
請
者
へ
の
検
定
意
見
の
伝
達
の
際
、
申
請
者
の
求
め
に
応
じ
、
集
団
自
決
さ

れ
た
沖
縄
の
住
民
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
自
決
の
軍
命
令
が
下
さ
れ
た
か
否
か
を
断
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
最
近
の
見

方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
審
議
会
の
審
議
に
基
づ
き
検
定
意
見
が
付
さ
れ
た
旨
を
補
足
的
に
説
明
し
た
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

今
回
の
検
定
意
見
は
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に
つ
い
て
、
最
近
の
著
書
等
で
軍
の
命
令
の
有
無
が
明
確
で
は
な
い
と

い
う
内
容
の
記
述
が
あ
る
こ
と
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
集
団
自
決
さ
れ
た
沖
縄
の
住
民
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
自
決
の

軍
命
令
が
下
さ
れ
た
か
否
か
を
断
定
で
き
な
い
中
で
、
す
べ
て
の
集
団
自
決
が
軍
の
命
令
で
行
わ
れ
た
と
誤
解
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
の
趣
旨
で
、
審
議
会
の
審
議
に
基
づ
き
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
直
接
の
根

拠
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

五



五
に
つ
い
て

審
議
会
に
お
い
て
は
、
渡
嘉
敷
島
及
び
座
間
味
島
に
お
け
る
集
団
自
決
に
限
ら
ず
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
全
般
に
関

し
て
審
議
が
な
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

今
回
の
検
定
意
見
は
、
審
議
会
の
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
に
よ
り
審
議
し
た
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね

の
著
書
等
の
す
べ
て
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
石
原
昌
家
他
著
「
争
点
・
沖
縄
戦
の
記
憶
」
が
あ

る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

教
科
書
調
査
官
は
、
御
指
摘
の
調
査
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
学
習
指
導
要
領
、
教
科
用
図
書
検
定
基
準
等

に
照
ら
し
、
申
請
図
書
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
学
術
的
、
専
門
的
な
観
点
か
ら
調
査
を
行
っ
た
が
、
住

民
の
証
言
は
聴
取
し
て
い
な
い
。

審
議
会
の
委
員
、
臨
時
委
員
又
は
専
門
委
員
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
自
由
な
意
見
交
換
が

制
約
さ
れ
、
公
正
、
中
立
な
審
査
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

六



八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
調
査
意
見
書
は
、
審
議
の
た
め
の
資
料
と
し
て
審
議
会
に
提
出
さ
れ
、
審
議
会
で
は
、
当
該
調
査
意
見
書
を
踏

ま
え
て
必
要
な
審
議
を
行
い
、
当
該
審
議
に
基
づ
き
今
回
の
検
定
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
審
議
会
の

部
会
又
は
小
委
員
会
で
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
自
由
な
意
見
交
換
が
制
約
さ
れ
、
公
正
、
中
立
な

審
査
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

九
に
つ
い
て

審
議
会
の
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
に
つ
い
て
は
、
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第

百
四
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

教
科
書
調
査
官
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
等
の
規
定
に
よ
り
、
担
当
す
る
教
科

等
に
関
し
十
分
な
知
識
を
有
し
、
専
門
的
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
を
任
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
科
書
調
査
官
の
氏
名
は
、
青
山
孝
、
淺
香
修
治
、
浅
見
直
司
、
荒
井
和
男
、
池
田
佳
司
、
卜
部
勝
彦
、
遠
藤
貴

子
、
大
田
浩
、
岡
田
力
、
小
串
雅
則
、
奥
田
浩
嗣
、
小
原
俊
、
加
藤
惠
己
、
加
藤
徹
也
、
加
茂
川
惠
司
、
川
上
新
吾
、
木
部

剛
、
工
藤
由
貴
子
、
小
林
保
則
、
白
石
良
夫
、
新
保
良
明
、
末
澤
裕
子
、
鈴
木
康
志
、
須
藤
拓
、
�
橋
直
、
�
橋
秀
樹
、
高

七



橋
裕
一
、
�
橋
洋
子
、
田
中
健
一
、
田
中
康
二
郎
、
田
中
大
士
、
照
沼
康
孝
、
冨
中
利
治
、
中
野
遵
、
根
岸
和
義
、
間
晃
郎
、

福
士
�
士
、
正
野
泰
周
、
松
井
秀
郎
、
三
谷
芳
幸
、
村
瀬
信
一
、
室
井
俊
通
、
杢
子
耕
一
、
門
間
理
良
、
矢
吹
久
、
山
河
重

弥
、
山
下
直
、
山
本
仁
、
吉
田
史
郎
、
吉
野
康
子
及
び
脇
田
美
佳
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
日
本
史
を
担
当
す
る
者
の
氏
名
は
、

�
橋
秀
樹
、
照
沼
康
孝
、
三
谷
芳
幸
及
び
村
瀬
信
一
で
あ
る
。

審
議
会
の
専
門
委
員
の
氏
名
は
、
相
賀
慈
恵
、
青
木
紀
久
代
、
浅
井
一
郎
、
飯
村
菜
穂
子
、
井
口
淳
子
、
石
川
赴
夫
、
今

澤
紀
子
、
大
角
欣
矢
、
大
山
俊
幸
、
奥
聡
一
郎
、
小
塩
さ
と
み
、
角
田
範
義
、
粕
谷
宏
美
、
金
尾
健
美
、
兼
田
信
一
郎
、
菊

地
俊
一
、
木
津
文
哉
、
黒
岩
伸
枝
、
小
西
康
夫
、
斎
孝
則
、
酒
井
治
人
、
佐
古
丞
、
佐
々
木
史
郎
、
芝
正
巳
、
杉
本
義
美
、

須
藤
眞
平
、
高
崎
禎
子
、
高
野
博
子
、
�
橋
清
久
、
�
橋
渉
、
滝
沢
由
美
子
、
筒
井
茂
徳
、
鶴
田
彦
夫
、
野
�
雅
秀
、
野
田

隆
博
、
平
岩
利
文
、
平
垣
内
清
、
福
島
佐
江
子
、
福
田
靖
子
、
前
野
芳
子
、
間
下
佳
代
子
、
三
浦
励
一
、
翠
川
葉
子
、
南
道

子
、
宗
像
勝
年
、
矢
�
太
一
、
柳
澤
政
生
、
山
田
晴
通
、
山
田
政
美
、
芳
仲
美
恵
子
、
渡
辺
知
、Jeffrey

M
iller

、John
N
oel

H
am

ilton

、John
Philip

O
liphantofR

ossie

、John
W
illiam

C
asey

、RobertD
e
Silva

、Sandra
Fotos

、ScottJohnston

及
びSteven

M
artin

で
あ
る
が
、
日
本
史
担
当
が
い
ず
れ
の
者
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
自
由
な
意
見
交
換
が
制
約
さ
れ
、

公
正
、
中
立
な
審
査
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 八



十
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
実
教
出
版
の
「
日
本
軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団
自
決
と
殺
し
あ
い
が
お
こ
っ
た
」

と
い
う
記
述
、
同
社
の
「
県
民
が
日
本
軍
の
戦
闘
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
で
集
団
自
決
に
追
い
や
ら
れ
た
」
と
い
う
記
述
等
が

あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

検
定
決
定
後
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に
つ
い
て
、
日
本
軍
の
関
与
が
な
か
っ
た
と
誤
解
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
記
述
は
な
く
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

十
二
に
つ
い
て

教
科
用
図
書
検
定
規
則
（
平
成
元
年
文
部
省
令
第
二
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
訂
正
さ
れ
た
例
と
し
て

は
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
市
町
村
名
の
訂
正
等
が
あ
る
。
ま
た
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
訂
正
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、

最
新
の
数
値
に
あ
わ
せ
た
グ
ラ
フ
の
更
新
等
が
あ
る
。
な
お
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
勧
告
し
た
例
は
な
い
。

十
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
権
限
又
は
責
任
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
文
部
科
学
大
臣
と
し
て
は
、
教
科

九



書
検
定
は
、
教
育
の
中
立
・
公
正
、
一
定
水
準
の
確
保
等
の
高
度
の
公
益
目
的
の
た
め
、
学
術
的
、
教
育
的
な
専
門
技
術
的

観
点
か
ら
、
教
育
職
員
、
学
識
経
験
者
等
を
委
員
と
す
る
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
特
定
の
与

党
、
文
部
科
学
大
臣
個
人
等
の
政
治
思
想
に
左
右
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
職
務
を
行
っ
て
い
る
旨
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
〇


